
令和８年５月２１日
重要河川施設の機能喪失回避のための施設マネジメント検討会 （第２回）
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河川施設の現状と課題

一般社団法人 東北河川管理技術研究会【会員企業】
東京コンサルタンツ株式会社

取締役 東日本支社長 松川 秀敏

一般社団法人 東北建設業協会連合会
山形県建設業協会【会員企業】

維持工事受注者 渋谷建設株式会社
工務部 副部長 五十嵐 潤

資料２－３



点検技術者の立場から見た現場の実情
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〇補修タイミングを逃すと急速に悪化する可能性があるため、早期発見・早期対応が重要



周辺施設の損傷が重大被害へつながる可能性（１／３）
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〇接続する水叩や護床工、周辺護岸などで洗掘や損傷が進行すると、本体構造物や堤防へ影響する可能性あり

〇堤防及び周辺部を含めた維持管理が重要

変状前

変状後
護床工被災のメカニズム

護床工

■堰の直下に設置する護床工の変状事例

ブロックが整然と配置されている

洗掘された箇所のブロックが確認できない
土砂の吸い出しが進行
すれば本体にも影響
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■周辺護岸の変状事例

周辺施設の損傷が重大被害へつながる可能性（２／３）
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○施設本体だけでなく周辺護岸や接続する水路などでも、老朽化や変状が進行している箇所がある

樋門周辺護岸の陥没 接続水路接続部の開き

止水版破断
に伴う漏水

周辺施設の損傷が重大被害へつながる可能性（３／３）



老朽化施設の増加と維持管理の課題
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○東北管内の直轄管理施設は約１，５００施設 ⇒ 完成から長期間を経過した施設が増加

○現時点で設置後４０年を経過している施設は全体の約６割 ⇒ 老朽化の進行に対して補修が追いついていない状況

○機械設備も更新時期を迎えている ⇒ 施設全体で維持管理の重要性が増加

※水門、排水機場、陸閘、堰、橋梁、床止め、樋門・樋管、揚水機場、閘門
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直轄河川管理施設数（令和７年３月末時点）
40年以上 40年未満 累積

施設数 累計

令和７年３月末時点で設置後４０年以上経過した施設

１０年後設置後４０年以上経過する施設

２０年後設置後４０年以上経過する施設
全体の約８７％

全体の約７０％

全体の約６０％

※東北地方整備局からいただいた資料



河川維持工事の役割 ～ 維持工事とは何か ～

堤防除草

河川巡視

緊急排水対応

出水時対応
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河川施設の維持管理や補修

クラック補修（イメージ）

翼壁の開き
（進行あり）



応急対応で維持している施設が増加

河川管理施設の応急補修
（管理橋が劣化しているため、

単管パイプで応急補修）
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○老朽化・損傷箇所の確認、応急補修を継続しながら使用、本格補修まで進まないケース

〇小さい段階での対応が重要

応急補修（法面小規模陥没）



出水時対応の現実 → 「地域の安全を現場で支えている」
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ゲート施設の点検開閉状況の確認

増水した河川の確認、緊張感の高い作業

夜間増水時における
管理施設の異常有無の確認

夜間で現地対応
（緊急排水対応）

○夜間・悪天候での現地対応、樋門操作・巡視の実施、流木・越水の危険、緊張感の高い作業



操作員の高齢化と担い手不足
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10年後の操作員の年齢構成
（例：70は70～74の合計値）

現在 5年後 10年後

〇水門等の操作員は２，１００名（東北地方整備局管内 Ｒ７年度末） 高齢化が進行
〇水門等操作は水位確認など安全確保に留意、施設ごと異なるため、個人の経験に依存
〇業務は夜間にも及ぶこともあり、過酷な労働環境（後継者確保が課題）
〇高齢化により、将来の水門等の操作業務の将来の維持体制に不安

※東北地方整備局からいただいた資料



土砂堆積・流木への対応
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〇土砂堆積で排水機能低下、ゲート操作へ支障
〇定期的に撤去する必要
○流域全体での管理が必要



堤防除草は“点検”のためにも重要
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堤防除草ができないと、
河川巡視や堤防目視点検に支障

不法投棄の事例

動物穴確認

法面変状確認

漏水箇所の確認

〇堤防除草によって、堤防の異常確認が可能



老朽化した河川施設の増加

後継者不足

予算制約

予防保全の継続に課題
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現場から感じる危機感

“維持管理体制そのもの”の維持が重要



小さな変状の早期発見が重要

予防保全が大前提

現場対応力の維持が必要

地域維持管理体制の持続が重要
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まとめ



東北河川管理技術研究会

※一般社団法人 東北河川管理技術研究会HPより
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